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＜連絡事項＞

· 5/27（金）小田沙也加様退院予定。

· 5/29（日）横山耕生様退院予定。

· 6/1（水）舘ひろ子様退院予定。

· 5/30（月）、5/31（火）小島（心理）公休で不在。

· 5/28
（土）より、心理の土曜出勤開始。外来の心理検査対応可。

· 5/30（月）より、デイケア利用者様の外来受診後の薬の渡しと会計について、当日デイケアを利用する利用者様であれば、デイケアで薬を渡し、会計もデイケアで行う。当日デイケア利用しない利用者様は今まで通りとする。

＜退院予定患者様＞

小田沙也加様～5/27（金）退院予定。非定型精神病・中等度精神遅滞の方。退院後、自宅で生活し、外来通院を継続する。デイケア、訪問看護は利用しないが、相談機関として青明舎利用予定となっている。障害基礎年金2級受給中、愛護手帳B判定で、自立支援医療を退院時申請する予定となっている。自宅での家族との関係性、対人関係でのストレスなどにより本人の状態が不安定になる可能性がある。今後の方針として、青明舎利用の他、自宅からステップアップできるようにするため、就労継続支援事業B型やデイケア利用も考えられる。

横山　耕生様～5/29（日）退院予定。統合失調症の方。6/1（水）初外来、外来通院を継続する。退院後は青山荘へ入所予定となっている。妹様に暴力振るった経緯があり、家族との同居は困難。障害基礎年金2級、精神保健福祉手帳2級を受給中。外来では、定期的に服薬状況を確認し、薬の副作用による体重増加も懸念されるため体重の変化を観察していく。

舘　ひろ子様～6/1（水）退院予定。アルコール依存症、重度肝硬変、多臓器障害。1回/週、娘様同行にて外来通院予定となっている。家族の受け入れは良好。抗酒剤の服用について、本人から飲みたくないとの訴えが聞かれ、治療への積極的な姿勢は見られない。抗酒剤服薬は次女が確認していくとのこと。

＜新患予定患者様＞

小笠原智美様～5/31受診予定。19歳、女性、知的障害・自閉症の方。中学校は特別学級に在籍し、高校は八戸第二養護学校(高等科)へ進学。卒業後、障害者雇用で就職するが、長続きせず退職。H23年5月中旬より興奮性・易刺激性が強まり、母様に対して暴力行為あったため、母様より受診相談がある。

吉田　トキ様～来週中受診予定。病名不明であるが、認知症、統合失調症疑いあり。10年前より被害妄想が出現し、警戒、猜疑感情強まる。家事は行わず、不衛生な状況。市職員介入するが本人の拒否が強かったとのこと。H22年8月、転倒を契機に歩行不能となり自宅療養するが、十分な介護を受けていない。皮膚状況悪化により西病院入院した経緯あり。ホームヘルプ、通所リハビリテーション利用するが、ヘルパーを叩く、包丁を向けるなど衝動行為があり、対応困難となる。夫様、息子様の協力が不能であるため、他家族にも働きかける予定。

＜デイケア利用者様＞

北村　奈美様～デイケアへ5/26に2回、5/27に3回電話がある。本人より「母は普段は優しいが、怒ると怖い。」「耐え切れなくて死にたい。どうしたら死ねるの？」と訴えている。デイケアスタッフとの話し合いで落ち着きを取り戻している。夜中の相談先として、担当医と相談後、青明舎利用も可能であることを伝えている。デイケアは利用したいが、他科受診の予定もあるため、7月から再利用したいとのこと。日中の活動場所を作り、母様とある程度距離を置くことも必要であることを伝えている。

小坂　君子様～薬包をためることについて了解している。蕪島、弁天様の訴えはデイケアでは聞かれていない。週3回入浴しているとのことであるが、衣服交換が確認できない。気温が高いにも関わらず、5枚重ね着していたことがあり、服装チェックをし、更衣・服装についてアドバイスしていく。

宮　陽子　様～デイケアでは落ち着いて過ごしている。本人から、「入院したくないので薬をきちんと飲みます。」「やっと薬の必要性が分かりました。」と話している。幻聴・幻覚が現れた際にはスタッフに話すとのこと。現在の環境に慣れてきたらデイケア利用を増やしたいと話す。

古舘　ヨリ様～今朝、薬をポケットに入れてしまい、落としたようだとの訴えがあり、１日分再処方している。薬の保管場所を確認し、管理方法をアドバイスしていく。

＜外来情報＞

久保　興介様～幸房利用した日は、疲れてご飯を食べるとすぐ寝てしまい、朝の４時ごろ目が覚めるとのこと。本人は睡眠は取れていると評価している。不安、不眠、イライラ、幻聴などがある際にユーパンを頓服すると安定するとのこと。1日1～2回は服用するとのこと。主治医より、１日１回程度なら、飲んでも良いことを伝えている。

田名部一樹様～週1～2回欠席、遅刻があることを指摘されると、「本音はデイケアには行きたくないが、病状としてはいくべきだと思っているから行っている」と話している。本人としては、楽しくデイケア利用したいため、自分のペースで準備すると遅刻してしまうとのこと。担当医より、デイケアスタッフにも本音で話し、相談するようアドバイスしている。

＜カウンセリング報告＞

藤井　純子様～ここ２週間、短時間で気分の上下が激しくなっているとのこと。面接中も気分変動が大きいことが見て取れる。薬の効き目を感じておらず、不安に感じているよう。ほぼ一方的に話しているが、心理士の言葉にはきちんと応答している。

